
Japan Society of Exercise and Sports Physiology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Exeroise 　and 　Sports 　Physiology

73．陸上競技選手の身体組成 と競技成績 との関係

　 　宮城　修，北 川 　薫 （中京大学）

目的 ：陸 上競技選手の 身体組成と競技成績の 関係 を

明 らか に し，か つ シーズ ン 中 に お け る身体組成 と競

技成績 の 変化 に つ い て 検討す る。

方法 ：被検者は 大学陸上 競技選手男 V−86名 （短距離

38名，長距離 12名 ， 跳躍 24名 ， 投擲 12名）， 女 ∫
−76

名 （短距離40名，長距離 12名，跳躍 12名，投擲 12名）

で あ っ た。身体組成 は 水中体重秤量法 に よ る 密度法

にて 身体 密度 を求 め，Brozek らの 式を用 い て 算出

した、、全被検者の測定は 全 H 本学生選手権終 ゴ直後

に 行 っ た が ，さ ら に 100m 走 ，5000m走 ，走 り幅跳 び，

槍投げ選手男
．
女各40名に つ い て は シ

ーズ ン 中 （4 ，

7 ，9 月 ）に 3 回 の 測定 を行 っ た，，

結果 と考察 ：

ユ ）競技成績 と 身体組成 の 関係

　男子 は槍投げ を除 く各種 目の 選手に お い て，競技

成績 と体脂肪率お よ び体脂肪量 に高い 相関関係が み

ら れ ，LBW に つ い て は 100nl走，200nl走 お よ び 槍

投げ選 手に有意な相関関係が み られた。しか し，女

子は各種 目とも競技成績 と体脂肪率お よび体脂肪量

との 間 に 高 い 相関 関係が み られ た もの の ，LBW に

は 有意な関係がみ られ なか っ た、，また
， 各種 口の 選

手を東海又 は 日本学 生 選 手権出場選手 （A 群）と非

出場選手 （B 群 ）に分類 して 身体継成 を比較 した結

果，男女 とも A 群 は B 群 に 比 較 し て体脂肪率 と体

脂肪量が 有意 に 少 な く，男子 で は LBW も有意 に 多

い 種 目が み られた。こ の こ と か ら身体組成 に 関す る

諸項 目が 陸上 競技 に お け る 競技 成績 を 推測す る 手掛

か りと な る こ とが 示唆 さ れ た 。

2 ＞シーズ ン 中の 身体組成と競技成績の 変化

　男 女 5GOOm 走 の 選 手は 体 重
， 体脂肪率 お よ び 体脂

肪量 は シ ー一ズ ン が 進 む に つ れ有意に減少し，そ れ ら

に 伴 い 競技成績が良 くな る 傾向が み られた。しか し，

他 の 種 目 をみ る と男 了
一
の 100m 走 と槍投 げ選手 は 7

月 と 9 刀 の 間 に LBW と体 脂肪 鼠 に 有意 な 変化 が み

られ な か っ た もの の ，競技成績に は有意な改善が み

られ た 。 こ れ ら の こ とか ら種目に よ っ て は，シ ーズ

ン 中 に お け る 体脂肪 量 お よ び LBW の 変化 と 競技 成

績 の 変化 に 必ず しも関連が み ら れな い こ とが分か っ

た 。
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　脂 肪 細 胞 の 脂 肪 分 解 反応 は 身体 ト レ
ー

ニ ン グ

（TR ）に よっ て 増 強 す る。 こ れ は サ イク リ ッ ク

AMP （cAMP ）以 降 の 酵素，タ ンパ ク キナ
ーゼ （PK ）

や ホ ル モ ン 感受性 リパ ーゼ （HSL ）の 活性増加 に よ

る
D 『2 ）

と考 え られ て い る 。 しか しなが ら，PK や

IISL自身の 活性は TR に よ っ て 増強 し な い
3）14）

。

一

方，脂 肪分解 反 応 は CaZ＋

や カ ル モ ジ ュ リ ン に よ っ

て 修飾 され る
の。従 っ て ，TR に よ る 脂 肪分解増 強

作用 は CaZ ＋

／ カ ル モ ジ ュ リ ン 系 の 変化 に も関係 す

る の か も知 れ ない
。 本研究 で は TR に よ る 脂肪分解

増強反 応 に 及 ぼ す外液 CaZ
＋

や カ ル モ ジ ュ リ ン 阻害

剤 （W − 7）の影響に つ い て検討 した ， 実験動物に

は Wistar系雄性 ラ ッ トを用 い ， トレ
ー

ニ ン グ方法

等 は 既 報
z ）

に 準 じた、，細胞 外液及 び 細胞 内 CaL ＋

を

EGTA や BAPTA で キ レ
ー

トする と，カ テ コ
ー

ル ア

ミ ン や ジ ブ チ リル cAMP に よる脂肪 分解 反応 は著

明 に 減少 した 。 W − 7 は ア ゴ ニ ス トに よ る 脂肪分解

反応 を有意に抑 制 した 。 以 上 の 結 果 は脂肪分解 の 調

節 に Ca2＋

／ カ ル モ ジ ュ リ ン 系が 関与 し て い る こ

と
［’｝
を支持 して い る。ア ゴ ニ ス トに よる 脂肪分解反

応 の TR 群 と対照 群 との 差 は ，細 胞外 液 中 の CaZ＋

を除去する と有意 に減少 した 、さらに ， 両群 の 脂肪

分解反応 の 差 は W − 7 存在 Fで 消 失 した 。従 っ て，

TR 群 の 脂肪細胞 で は CaZ
｝

／ カ ル モ ジ ュ リ ン 系 の 活

性が 変化 し て い る こ とが 示唆 され る 。 以 ヒの知見か

ら，PK や HSL 自身の 活性が TR に よ っ て 増強 し な

い と い う報告
3），4 ）

が うま く説 明 で き る か も 知 れ な

い c
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